
交通ターミナル機能（交通結節機能）

1. JR松山駅における各交通モードの接続

1-1 交通ターミナルの導入機能、規模

1-2 特定車両停留施設の乗入対象

2. 移動案内の充実と快適な待合空間

2-1 待合空間の導入機能
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１. JR松山駅における各交通モードの接続

⚫ JR松山駅東口には、バス（都市間高速・路線・リムジン・不定期）、タクシー、一般車、自転車等が乗り入れており、
バス・タクシーの乗降スペースおよび待機場と、一般車向けの駐車場、自転車等駐輪場を備えている。

１-１ 交通ターミナルの導入機能、規模
（１）検討にあたっての条件

◆JR松山駅東口の交通機能の現状

◆JR松山駅（周辺地域含む）に乗り入れている不定期バス
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駐輪場

出典：第6回松山駅交通拠点機能強化検討会資料に加筆※ R8.8時点

◆JR松山駅のバス発着便数
交通機関 行先等 項目（単位） JR松山駅

都市間
高速バス

四国外 発着便数（便/日）※ 30

県外～四国内 発着便数（便/日）※ 52

路線バス
（市外便含む）

市外
（新居浜・八幡浜・
久万高原町・
今治・宇和島）

路線数 3

発着便数（便/日）※ 32

市内
路線数 4

発着便数（便/日）※ 502

リムジンバス
松山空港 発着便数（便/日）※ 65

松山観光港 発着便数（便/日）※ 1

出典）四国旅客鉄道(株)、伊予鉄グループHPより（R8.9.3時点）
注）バスの便数は、発車数と到着数を合算し発着便数として示す。

一度の停留で乗降を同時に行う場合（路線バスの経由便）は２便として計上する。



１. JR松山駅における各交通モードの接続

⚫現状の運行水準、需要をベースに、将来的な需要の増加やピーク時のバス便数、バスのサービス時間なども
考慮し、交通ターミナルの規模を設定する。

⚫スクールバスの安全な乗降に加え、インバウンドをはじめとした観光需要の増加に対応するため、
不定期バスの乗降場空間の確保を検討する。

１-１ 交通ターミナルの導入機能、規模
（２）交通ターミナルの規模検討（案）

2

◆交通ターミナル（駅東口）の導入機能、規模（案）

参考：交通ターミナル（駅西口）の導入機能、規模

◆バスバース数設定の流れ

JR松山駅のバス発着状況

ピーク時バス便数（乗車・降車別）

必要バース数

将来需要の伸び

バスサービス時間
（運行間隔）

バース割付方針
（乗車のみ）

①方面集約なし
② 「都市間高速・特急」、「それ以外」
③ 「都市間高速・特急」、「リムジン」、「路線」

種類
バース数

バース数設定の考え方
乗車 降車 待機

バス 都市間高速バス 2
将来需要として
運休便の再開を考慮

路線バス 2 2 4 現況と同等水準

リムジンバス 1
将来需要として松山空港
需要の伸びを考慮

不定期バス 2程度 5程度 現状の運用を考慮

タクシー 2 1 10
現状の運用と駅西口の
機能・規模を考慮

一般車 2程度 2程度 18程度 現状と同等水準

種類
バース数

バース数設定の考え方
乗車 降車 待機

タクシー 2 1 12

一般車 一般 － 4 7 待機の7台は短時間駐車場

身障者 1 －

荷捌き スペース確保

種別 乗車 降車 乗降

高速バス 10分 5分 -

リムジンバス 5分 3分 -

特急バス 3分 3分 -

路線バス・フェリーバス 3分 2分 3分

•運休便の再開
•空港需要の伸び
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リムジン・フェリーバス 特急バス 高速バス

JR松山駅 東口交通ターミナル利用状況（運休再開を想定）

出典）四国旅客鉄道(株)、(株)伊予鉄グループHPより（R8.9.3時点）
注）時刻表のバス発車時刻を10分ごとに集計したものであり、同時に停車するバス台数ではない。



１. JR松山駅における各交通モードの接続

⚫省令の改正により、特定車両停留施設に乗入可能となる特定車両の種類が見直され、企業や学校などの送迎車両、
イベントや鉄道運休に伴う臨時バス等が新たに対象となった。

１-２ 特定車両停留施設の乗入対象
（１）検討にあたっての条件

◆特定車両停留施設に停留できる車両
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追加



１. JR松山駅における各交通モードの接続

⚫ JR松山駅における特定車両停留施設には、バス（都市間高速・路線・リムジン）、タクシーの乗入を想定していたが、
追加車両の乗り入れについて検討を行った。

１-２ 特定車両停留施設の乗入対象
（２）特定車両停留施設の乗入対象検討（案）

◆JR松山駅における特定車両停留施設の乗入対象
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種類
バース数

省令との
整合

特定車両
停留施設
の乗入対象

乗入れに対する考え方
乗車 降車 待機

バス 都市間高速バス 2 ○ ○ •省令上、乗入れ可能。

路線バス 2 2 4 ○ ○ •省令上、乗入れ可能。

リムジンバス 1 ○ ○ •省令上、乗入れ可能。

不定期バス 2程度 5程度 ○ △

• スクールバス等は省令上、本施設への乗入れが可能だが、
一般の路線バス等とは運行特性や利用者の目的が異な
る。特に登下校時の特定時間帯に発着が集中する特性
があるため、一般乗客やタクシーで混雑する施設内では、
生徒の安全な歩行環境や乗降動線の確保に課題が生
じる懸念がある。そのため、生徒の安全確保と、路線バス
等の定時運行の双方を両立させる観点から、本施設へ
の乗入れは原則として対象外とし、より安全に乗降できる
環境を検討する。

• ただし、将来的に施設内に十分な安全空間が確保でき
る場合は、乗入れ対象とすることも視野に検討を進める。

タクシー 2 1 10 ○ ○ •省令上、乗入れ可能。

一般車 2程度 2程度 18程度 × × •省令上、乗入れ不可。
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１. JR松山駅における各交通モードの接続

5出典：第6回松山駅交通拠点機能強化検討会資料に加筆

西側← → 東側

駅
舎

西口
駅前広場

東口
駅前広場

東口交通
ターミナル

西口交通
ターミナル

配置する交通施設

西口

タ
ク
シ
ー

• 乗車場 2バース
• 降車場 1バース
• 待機場 12バース

一
般
車

• 身障者用乗降場
（1バース）

• 降車場（4バース）
• 短時間駐車場（7台）

⚫ JR松山駅の西口駅前広場には、一般車の短時間駐車場やタクシー乗降場を設け、中心市街地を通過せずに
駅利用ができるようにすることで利便性向上を図る。

⚫東口駅前広場では、路面電車の引き込みに加え、バスタプロジェクトによるバス停の集約やタクシー乗降場の
整備に加え、案内表示や待合施設の充実といった公共交通利用者へのサービス向上を図る。

⚫特定車両停留施設に乗入できる車両は、バス（都市間高速・路線・リムジン）、タクシーを想定している。
⚫不定期バス等は特定車両停留施設には乗り入れず、駅周辺で検討を進める。

配置する交通施設

東口

路
面
電
車

• 広場北東側に電停を設置

バ
ス

• 都市間高速バス ２バース
• 路線バス ２バース
• リムジンバス １バース
• 降車場 ２バース
• 待機場 ４バース

タ
ク
シ
ー

• 乗車場 ２バース
• 降車場 １バース
• 待機場 １０バース

不
定
期
バ
ス

• 企業・学校の送迎
• 臨時、観光バス
• 福祉車両
• ライドシェア

一
般
車

• 身障者用乗降場
• 降車場
• 短時間駐車場
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１-３ 特定車両停留施設の乗入対象車両および規模（案）
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２. 移動案内の充実と快適な待合空間

⚫利用者（バス利用者、交通事業者）ニーズを踏まえるとともに他事例を参考にしつつ、案内表示や待合室を充実
させ、県都の玄関口にふさわしい快適性と利便性を備えた待合空間を整備する必要がある。

２-１ 待合空間の導入機能
（１）検討にあたっての条件

No.
導入機能

先行事例

No.
近鉄四日市駅
バスターミナル

神戸三宮
バスタ

呉駅
交通ターミナル

1 事務室 ○ ○ ○

2 運行管理室 ○ ○ ○

3 運行情報提供設備 ○ ○ ○

4 バス管制設備 ○ ○ －

5 バス監視設備 － ○ －

6 乗車券販売所 ○ ○ ○

7 案内所 ○ ○ －

8 授乳室 ○ ○ ○

9 トイレ ○ ○ ○

10 パウダーコーナー ○ ○ ○

11 飲食・物販施設（店舗） ○ ○ ○

12 手荷物預かり・ 手荷物宅配 － ○ ○

13 更衣室 － ○ ○

14 自動販売機 ○ ○ ○

15 自動発券機 ○ ○ ○

16 ATM・外貨両替機 － ○ ○

17 コインロッカー ○ ○ ○

1８ デジタルサイネージ ○ ○ ○

１９
情報提供施設
（公益機能）

○ － －

◆松山駅の新たなバスターミナルに求める待合機能

手法 • WEBアンケート

対象
• 500サンプル（過去2年間に松山市に発着する高速バス・リムジンバス・
フェリーバス・特急急行バスを利用したことのある18～79歳の者）

時期 • 令和5年2月22日（木）～26日（月） ※5日間

◆他のバスターミナルの導入機能

愛
媛
県
外
利
用
者

愛媛県内利用者

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

6出典：各施設の要求水準書



２. 移動案内の充実と快適な待合空間
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⚫ JR松山駅東口において、県都の玄関口にふさわしい快適性と利便性を備えた待合空間とするため、周辺施設と
の役割分担を踏まえつつ、バスターミナルに必要な導入機能を整理し、調和の取れた空間を形成する。

２-１ 待合空間の導入機能
（２）導入機能

No. 導入機能 備考

1 事務室

2 乗務員休憩室

3 運行情報提供設備

4 案内所

5 授乳室

6 トイレ

7 パウダーコーナー

8 飲食・物販施設（店舗）

9 更衣室
トイレとの兼用可能。
余剰空間確保について要検討。

10 自動販売機

11 自動発券機

12 コインロッカー

13 デジタルサイネージ

◆待合空間の導入機能 飲食・物販施設

八重洲バスターミナル 那覇バスターミナル

トイレ

栄バスターミナル

自動販売機

八重洲バスターミナル

授乳室

八重洲バスターミナル

那覇バスターミナル

デジタルサイネージコインロッカー

八重洲バスターミナル

パウダーコーナー室

八重洲バスターミナル
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